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  岡崎公園と水不足苦難・解消の歴史 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神郷校区文化祭 新コーナーのお誘い 
神郷まちづくり委員会 環境美化部 

「親子で寄せ植え体験しませんか！」 
場所 神郷小学校体育館 

時間 平成30年11月11日 9:00～11：00（なくなり次第 終了） 

対象 小学生までの親子 限定30組 

内容 プランターに3，4種類花の苗を寄せ植えしてお家に持って帰ってもら

います。 

「じゃ口の修理を自分でしてみませんか」  新居浜市協同事業 
ご自分自身でできる、蛇口のパッキンやコマ取り替え等簡易な給水装置修繕

工事及び凍結防止対策等に関する知識や技術を身につけてもらうことを目的と

した体験型イベントを開催しますので是非おこしください。 

※文化祭当日神郷小学校グラウンドに展示・体験テントがあります。 

１、簡単な修理体験コーナー 

２、水道凍結防止体験コーナー 

３、水まわり相談コーナー等 
※水栓修理キット・ボトルウォ―ターを配布いたします（先着順） 

新居浜市水道局（65－1332 工務課）・新居浜市管工事業協同組合（33－

1642） 

 

  おめでとうございます   
 

  新居浜市体育功労賞 白石久美子さん 

 新居浜市民体育祭総合開会式において白石久美子さ

ん（郷在住）が新居浜市体育功労賞を受賞されまし

た。白石さんは長年スポーツ推進員等を歴任し、また

神郷校区のバレーボール・レクバレーを指導、育成し

て下さっています。 

愛媛県少年補導委員研修大会 知事感謝状  今井基博さん 

 10月9日「愛媛県少年補導委員研修大会」が松山市

青少年センターで開催され、今井基博さん（白井）補

導委員神郷支部長に知事より感謝状が贈られました。 

お二人の今後益々のご活躍を期待しております。 

おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

１１月（霜月）の行事予定  

 

１日（木）19:00～ 環境美化部会      神郷公民館 

２日（金）19:00～ 運審会           〃 

４日（日）8:00～  手みやげ事業         〃 

５日（月）     集団検診           〃 

     19:00～ 健全育成部会                〃 

６日（火）9:00～  食改            〃 

７日（水）10:00～  子育てサロン        〃 

８日（木）19:00～  老人クラブ会長会      〃 

９日（金）     ママ友講座         〃 

１０日（土）8:00～  校区文化祭準備  神郷公民館･神郷小学校 

１１日（日）9:00～  校区文化祭   神郷公民館･神郷小学校 

１４日（水）19:00～ 民協定例会      神郷公民館 

１６日（金）13:30～ 読み聞かせ反省会      〃 

１７日（土）9:15～  芸能発表会       神郷小学校 

１９日（月）     いきいきセミナー 陶芸 西条青葉窯 

２２日（木）19:30～ 連合自治会長会     神郷公民館 

２９日（木）11:00～ 芸能発表反省会       〃 

 城下橋の東、郷山のふもとに「岡崎公園」があります。

大きく育った桜の木もありますが、昔は近隣のどの小学校

も遠足に来た場所でありました。 

 公園内には、水利に関係する多くの碑などがあります

が、特に地区の灌漑に功績のあった山下市太郎翁の記念碑

と小野寅吉翁の銅像について紹介します。 

 古来新居浜地区は、灌漑水、飲料水は地区内の川水、泉

水、井水に求めてきましたが、飲料水はともかく、灌漑水

になると不足がちで、毎年干ばつの憂いがありました。江

戸時代西条藩政の頃は、国領川東の郷・松神子・宇高・沢

津・垣生村の農民は身上の源泉となる生活水を得ることに

長い年月苦しんでいました。灌漑用水は、国領川に井せき

を設け釜の口をつけて水を引き込んでいましたが、別子銅

山の鉱毒を含んだ水で、田地は荒れ傷み農民は常に難儀し

ていました。また郷・松神子・宇高・沢津の四カ村は寛文

十年（１６７０）に池田池の用水を許されましたが、この

池水とても四カ村に分配すれば、およそ15日程度の用水量

しかなく、ただ自然の雨水にしか頼れず、水の乏しいこの

地区においては、土地を持っていながら、灌漑水に恵まれ

ないため、水稲を作ることが出来ず、畑作として「さつま

いも」を作るより方策はなく常に干害による不作で貧困な

生活を余儀なくされていました。為政者はもとより、農民

も常に水に関して心を痛めていましたが、明治の中期に、

角野村の枯松の地に吉岡為造という人が住んで、屋敷に養

鯉地を作っていましたが、その池の水量は真に豊かであり

ました。その池水の豊富に湧水する状況を見た郷村の山下

市太郎は、明治３９年（１９０６）有志と計り、吉岡為造

の土地を購入して、新しい泉の掘削の実現に努力中、山下

市太郎は臥床する身となり、後事を盟友沢津の小野寅吉に

託して明治４０年没した。山下市太郎の意思を継いだ小野

寅吉は、高柳用水地区の猛烈な反対や、幾多の苦難を乗り

越えて遂に大正６年３月に『吉岡泉』を完成させたのであ

ります。吉岡泉が完成し大いなる湧水をみたが、水路の掘

削には地主との問題や物価の高騰による資金難等、その道

は平坦なものではありませんでした。多くの苦難を乗り越

えて大正１０年７月に水路が完成し、吉岡泉の水が川東の

地に達した時は、その喜びは筆舌につくし難いものであり

ました。初めて用水路に水を流す日は、朝からみんなそわ

そわして見に行って、沢山の水がどんどん流れてきたと

き、みんな大声をあげて手を取り合ってよろこんだと言

う。流れてきた水は、澄み切った良い水で、それからは川

東の村は水に困らなくなりました。このように、山下市太

郎・小野寅吉の功績たるや誠に大きなものであり、川東の

農民達は両氏の徳をたたえ、岡崎城址の麓の景勝地を公園

化し、山下市太郎の記念碑と小野寅吉の銅像を建立して、

永遠に顕彰したのであります。 

 

 第6回 いきいきセミナー 

「陶芸教室」 参加者募集 
      来年の干支 陶器のイヌ作りに挑戦 
・日時 11月20日（月）9:00～13:00 

・講師 青葉 太一先生（西条青葉窯） 

・参加費 1000円 ※乗り合わせで西条まで行きます 

・申込み 神郷公民館 ℡46-1181 11月10日締切  

お正月飾りにピッタリです！ 

      」 

 
 

 


